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マキノ式粉砕機の概要
マキノ式高速度衝撃式粉砕機（通称：マキノ式粉砕機）の生産は、大正１５年（１９２５年）弊社創業以来、あらゆる産業界の粉粒体の製造に広くご利用頂いております。
この度ご利用頂きますマキノ式粉砕機は、長年の研究と改良の積み重ねにより、実験研究用から一般産業用大量生産機まで、各種用途、生産計画に合せてお選び頂けるよう、豊富な機種を取り揃えてございます。
又、その特徴として、
１）回転板の回転数増減、固定盤の有無、スクリーンの穴径等により、粗粉から微粉までの粉砕が可能
２）粉砕機の内部の点検、部品交換、清掃等は、ドアーを開けるだけで出来る
３）回転板の回転により風が発生し、粉砕と同時に、乾燥、解砕が出来る
４）粉砕と同時に混合が出来る
５）注水をしながら粉砕が出来る
６）主軸ベアリングは、グリース注油で大きなものを選定してあるので、粉末混入による発熱が少ない
等があります。
※各種用途に合わせた部品を取り揃えております。消耗部品は弊社に御相談の上、必ず弊社純正部品を御使用下さい。
御不明な点、御質問等がございましたらどの様な事でも下記宛御相談下さい。
槙野産業株式会社 営業部
ＴＥＬ
０３－３６９１－８４４１（代）
ＦＡＸ
０３－３６９１－８４４５
槙野式粉砕機を安全に運転するために
1.本体ドアー
粉砕機本体のドアーには、開閉リミットスイッチが設置されていて、ドアをあけたままでは起動できないようになっています。しかし運転中に無理にドアーを開けた場合、電力の供給は停止しますが、粉砕機はなお惰性で回転します。回転中にドアーを開けると、内部の構造物が接触し粉砕機を破壊したり、内部から被粉砕物や異物が飛び出したり、回転部分が直接身体を傷つけるだけでなく、手指、着衣などが巻き込まれたりして重大な事故が発生することも考えられます。
異音がする等の異状があった時は、まず粉砕機を停止させることが先決です。粉砕機が完全に停止したことを確認した上でドアーを開けるようにしてください。
メンテナンス或は調整等でドアーを開ける場合にも粉砕機が完全に停止したことを確認することが重要です。
2.揺動式フィーダー
揺動式フィーダーのエキセン皿部は機構上の制約からカバーがついていません。「指づめ注意」シールを添付していますので、運転中に手をふれないようにしてください。
また標準では直結モーター駆動になっていますが、ベルト駆動の機器もあり、完全な安全カバーができない機種があります。この場合手指、袖口等が巻き込まれる恐れがあります。「巻き込まれ注意」シール、が添付されていますので、運転中はカバー裏面等に不用意に手を近付けないようご注意願います。
3.メーンシャフト
No.0及びNo.1型は構造上メーンシャフトに安全カバーが設置されていません。そのため、手指、袖口、着衣の裾等が巻き込まれる恐れがあります。「回転注意シール」を添付していますので、運転中は回転部分に近付かないようご注意願います。
4.本体駆動部安全カバー
本体駆動用のモータプーリ、駆動ベルト、本体プーリは、密閉型の安全カバーで被われています。安全カバーをはずしたまま運転を行うと、手足、袖口、着衣の裾等が巻き込まれる恐れがあります。
回転確認ができるように本体プーリに白線を入れ、カバーの一部がパンチング板になっています。安全カバーを付けたままの運転で支障の無いよう配慮していますので、安全カバーをはずしたまま運転することの無いようお願い致します。
仕様
１．型式
    
２．回転板径
mm
３．粉砕駒数
内駒
本 


外駒
本 
４．固定盤
微・普
大・中・小
５．スクリーン
板厚
mm

穴径 φ
mm
６．回転数 
r.p.m.  （      Hz）
７．所要動力
kw
８．発生風量
m3/min
９．駆動ベルト
×
本
１．据付
据付の良否は粉砕機の寿命に大きな影響を与えます。架台が弱かったり、水平に取付けがなされていない場合には、振動が出たり、うなりを生じたりします。
水準器等を使用して、水平を確認して下さい。
２．原料供給方法
マキノ式粉砕機 No. 0～4 1/2 には専用のモーター直結式揺動式フィーダー、ホッパーが付いています。供給量の不均一を避けるために、ホッパー内を改造するなどして容量を増やさないで下さい。尚ホッパー容量を変更する必要がある際にはご連絡下さい、御要望に応じた改造案を御提示致します。
３．排気
マキノ式粉砕機を効率的にご使用いただくために、回転板の回転による発生風量（仕様書参照）を、排気布、バッグフィルターなどにより処理して下さい。
排気が完全になされませんと、生産量、能力等に影響があり、機械の寿命も短くします。発熱により製品性状を損う事も有ります。
４．駆動
通常はＶベルトで駆動されます。
駆動用モーターは、当社にて指定した動力のものを御使用下さい。所定以上の動力を使用すると機器損傷の原因になります。
粉砕機にかかっている負荷を測定する為に電流計を見易い場所に設置し、モーターの最大許容負荷値を明示しておいてください。
ベルトは、当社にて指定したものを使用して下さい。
粉砕機とモーターのプーリーは一直線上に配置し、ベルトは腹面が摩擦しない事を確認の上適正に張って下さい。
ベルト取付け後は、安全の為ベルトカバーを設置して下さい。
回転方向は、粉砕機のドアー側に印されていますので確認は充分に行って下さい。
又、下記の点にもご注意下さい。
イ）ベルトを多本掛けでご使用の場合マッチドセットをご使用下さい。
※マッチドセット：ベルトには、同一呼び長さのベルトでも製作誤差により差異が生じます。メーカーが必要本数に応じて誤差の少ないもので作ったセット。
ロ）多本掛けで使用中、一部ベルトが切断した場合、全てのベルトを同時に交換して下さい。新しいベルトと、古いベルトを併用すると、長さや使用後の伸びが異なり、ベルト負荷が不揃いとなり、能力低下等の原因となります。
ハ）ベルトにゴミや油などがかからぬようにして下さい。特に油などが付着しますとスリップが大きくなり、十分な伝動能力を発揮出来ないばかりでなく、その発熱によりベルト寿命も短くなります。
ニ）ベルトの張力の調整はプーリーになじんだ時点で必要に応じて行い、常に適正張力でご使用下さい。
５．粉砕
粉砕される原料の粒子径が最適な粒子径である場合、希望する微粉と処理量を得る事が出来ます。一般には供給される原料は粗粉形状である事が望ましく、大きい場合には予めフィーダーから均一な量で供給される様な粒度迄予備粉砕する事をお薦め致します。
６．粒度調節
粒度調節を行なう場合には、次の方法のどれか、あるいは併用して行なって下さい。
1)回転板の回転数を変える。
2)スクリーン穴径を変える。
3)原料供給量を変える。
4)固定盤を外す。（又は付ける）
７．始動
粉砕機のドアを開け、内部に原料、異物等の入っていない事を確認し、ドアを閉めドアハンドルでしっかり締めつけて下さい。
（注 ）粉砕機が停止している時のみドアの開閉は行なって下さい。スイッチを入れる前にシャフトを手で回し、異音や接触音の無い事を確認して下さい。上記の作業后スイッチを入れ、規定された回転数に達した後で原料供給ホッパー（あるいは供給機）より原料を供給してください。粉砕機には取決めた量以上の原料を供給しないで下さい。又、駆動モーターの負荷を越えない様注意して下さい。これは電流値にて確認できます。
８．粉砕操作
粉砕機が回転している間は粉砕機のドアは完全に締めておく様に注意して下さい。定量供給は、一定した製品を得る為の前提条件です。当社製揺動フィーダーの仕様は万能ですが、特殊な場合のみ振動式又は、スクリューフィーダ等が使用されます。どの様な場合でも見易い所に設置された電流計による機械の負荷管理は、欠かす事は出来ません。粉砕中電流が増加しているのに、粉砕機の回転が落ちているのは、ベルトの張力が少ない為に起こるスリップが原因です。製品は粉砕機排出口下のホッパーに排出されますが、どの様な型式のホッパーを使っても、これが一杯にならぬ様にして下さい。万一、一杯になった場合は空気が粉砕機供給口から吹出し、粉砕物や粉砕機の過熱、ベアリングの破損、モーターの過負荷の原因となります。鉄、金属、石等の固形物は原料と一緒に粉砕機の中に入らない様にして下さい。粉砕機の供給口に設置された永久磁石に付いた鉄片等は常時取除いて下さい。高性能の永久磁石ですが、無制限に効力の続くものではありませんので鉄製工具等で時々磁力をチェックしてください。
９．排気風量の確保
一定量の空気を通過させることは粉砕機の最適条件です。従ってフィルターの表面は、常に必要空気量が通過しやすい様にしておかねばなりません。排気は粉砕機を停止して時々叩いたり、振ったりして下さい。パルス型や揺動の自動払い落し装置付きのフィルターを使用すれば、粉砕機の運転中でもこの作業が行なえます。粘着凝集性の物質を粉砕する場合、排気布の払い落としがたびたび必要となります。粉砕機に適した充分なフィルター面積の排気布は、当社で取り扱っております。各種自動払い落とし装置付バッグフィルターも揃っています。
室温が高くても支障なく連続運転を維持する為には、特に外気が高温である時以外適当な換気扇の設備が必要です。又、フィルター内の空気は粉砕機の粉砕室内に循環する為、更に温度が昇ります。従って溶融点の低い物質の粉砕の時には、粉砕過程でかなりの支障が出る場合があります。
１０．停止
原料全部が粉砕機の外に運び出されてから駆動モーターの電源を切って下さい。駆動軸が完全に停止してから、バッグフィルターに附着している微粉を捕集器内へ振い落として下さい。
その後、粉砕機のドアを開けて必要であれば磁石によって取除かれた鉄片を除去して下さい。点検する為ドアを開ける時には、電源の切れている事を確認して下さい。
１１．注油
御使用前に必ず注油（グリース添加）して下さい。通常使用のグリースは、カップグリース、又はアルバニアグリス2号（シェル石油）を使用致しております。注油は1週間（1日8時間操業として50時間程度）に1度を目途として下さい。連続運転した場合は、軸受部が室温プラス30゜Ｃ位まで高くなる事はさしつかえありません。異常高温となる場合は注油不足かベアリングの破損の場合です。
１２．部品の取付方法
1) スクリーンの取付けは、回転方向に巻いて重ね、スクリーン枠に入れて下さい。合せ目は上に位置する様に機械にセットして下さい。




2) 固定盤はドアー側のボルトで装着します。又、取付完了後、手で空転させて調べて下さい。もし歯がコツコツと当る様ならば、固定盤ボルトをゆるめて中心を所定位置に調節して下さい。
3) 回転板の取外しは、所定のスパナーにてドアー受けを利用してナットを外し、回転板を静かに引出して下さい。
4) パッキンは、弊社指定のゴムパッキンを強力な接着剤で取付けて下さい。
１３．清掃方法
清掃は附着性のある場合はワイヤーブラシをかけてください。出来れば回転板を取り除き裏面も清掃して下さい。又、空転させながら前部ホッパーより水を流して水洗いする事も出来ます。この場合は必ず水洗後、空転させて内部を完全に乾燥させて下さい。
１４．故障の発見方法と対策
1) 能力の下る場合
ｲ）駆動ベルトの伸びによる回転数の低下
=ベルトを張る
ﾛ）排気の不完全、排気布の目詰りによる排気不足
=手動による払い落し又は交換
ﾊ）排気布破れによる吹き出し
=排気布交換
ﾆ）回転板、駒、固定盤の摩耗
=新規交換と駒の取替
ﾎ）動力の低下
=配線チェック、モーター交換
2) 振動の出る場合
ｲ）駒、回転板のバランス不良
=駒、回転板の交換
ﾛ）取付ボルト又はリベットのゆるみ
=交換、締め付
ﾊ）ベアリング及びメーンシャフトの摩耗及び破損、油切れ
=交換、注油
ﾆ）モータープーリー及メーンプーリーのバランス不良
=プーリーを外しバランス調整
ﾎ）架台、基礎が弱い
=補強工事
ﾍ）駆動ベルトの緩み
=ベルトを適正に張る
3) 異常音の発生する場合
ｲ）カウンタープーリー、エキセン部等の油切れ
=注油
ﾛ）ベアリングの油切れ、又は破損
=注油、交換
ﾊ）固定盤と回転板の接触
=取付け調整
4) エキセン皿の揺動しない場合
ｲ）エキセンロット及シーブの摩耗
=交換
ﾛ）シーブの位置が悪い
=調整
5) 必要以上に負荷のかかる場合
ｲ）回転板裏面に粉砕物が圧着されてブレーキになっている
=回転板を取外し清掃する
ﾛ）駆動ベルトが張り過ぎている、プーリー位置不良
=ベルトを緩める、位置調整
ﾊ）ベアリングの破損、或いはメーンシャフトの摩耗
=交換
ﾆ）スクリーンの目詰まり（特に細かいスクリーンの場合）
=スクリーン穴径の検討、目詰防止機構取付
ﾎ）排気の不足、吸入空気の不足の場合
=調整
6) メタル部が過熱する場合
ｲ）ベアリングの破損或いは不良
=交換
ﾛ）ベアリング油切れ
=注油
ﾊ）回転板のバランス不良
=バランス調整
ﾆ）伝動ベルトの張り過ぎ、緩み過ぎ
=ベルト張り調整
ﾎ）ベアリングの過負荷、ベルトのスリップ摩耗
=ベルトの芯出し、張り調整
ﾍ）取付不完全によるメーンシャフトの接触摩耗
 =取付調整
7) サイクロンから粉塵の吹き出る場合
ｲ）エアーダンパーの調整不良
=適正に調整
ﾛ）二次空気取り入れ過ぎ
=ゲートにより調整
ﾊ）サイクロン、ダクト関係に粉塵附着
=内面クリーニングを行なう
尚、部品取替、調整、修理其の他御不明の場合は弊社に御相談下さい。
※スクリーンの交換時期
打抜き穴の角がとれ、穴寸法が変化してしまったり、スクリーン全体が膨らんだ場合には取替えて下さい。
※駒の交換時期
駒の上部から見て、残りが2/3程度まで摩耗したら交換時期です。摩耗が激しい場合には、各種耐摩耗駒も用意してあります。お問い合せ下さい。
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